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2013年度（第17回）
神戸大学ボランティア講座
「地域の重層性をつむぐボランティア」
実施要項
参加申し込み締め切り　　2013年8月2日（金）17時
座学総論　　2013年8月11日（日）神戸大学国際文化学部K402教室
現場体験実習　　2013年8月12日（月）～9月28日（土）
意見交換会　　2013年9月30日（月）神戸大学国際文化学部K402教室
主催：
神戸大学キャリアセンター（学生ボランティア支援室）
協力：
神戸大学学生震災救援隊
会場案内（座学総論および意見交換会）
【交通アクセス】阪急六甲・JR六甲道・阪神御影の各駅より、神戸市営バス16系統乗車、「神大国際文化学部前」バス停にて下車、徒歩5分。



Ⅰ．趣旨
　本講座は、神戸大学生が課外でのボランティア活動や社会活動などを通じて、キャンパスの中だけでは得られない社会の実際に即した学びを得ることを目的としています。この講座の原点である1995年の阪神・淡路大震災に際しては、多くの神戸大学生が地域での救援ボランティア活動に従事し、被災した人々と真摯に向き合う中で、地域に存在するさまざまな社会的課題に気づかされ、自分の生き方や社会的役割そのものを問われる経験をしました。これを契機に、被災地にある総合大学として、神戸大学はこのような真摯な学びの場を提供し得る学生による課外での社会活動の重要性を認識し、その推進と支援を目的として1997年度より本講座を実施してきました。
なお、本講座は神戸大学キャリアセンターボランティア支援部門（学生ボランティア支援室）が本学学生サークル「学生震災救援隊」の協力を得て企画実施するものです。
Ⅱ. 本年度テーマ「地域の重層性をつむぐボランティア」
　本年度は「社会の重層的なありかた」に「学生がどうからんでいくか」を考える場として本講座を企画しました。では重層的な社会とはどのような社会でしょうか？
　近年、“地域再生”などの言葉がよく言われるようになりましたが、阪神・淡路大震災を経験した神戸においては、地域づくりは防災とも深くつながっています。緊急時には、多くの場合が「近所の方に助けられた」という話があります。日頃の地域におけるなんらかのつながりは、緊急時に耐えうる柔軟性を持つ地域づくりといえます。
　地域に住む多様な人々が多様につながりあうこと。様々な人やコミュニティとのつながりの回路が重層的にあることが、その地域や社会の柔軟性や強度、自治の高さを表すことになると考えられます。
　それでは、ボランティアは社会においてどのような役割を担っているのでしょうか？単に、行政や社会的に排除されている人たちに寄り添うというものなのでしょうか。「自己責任」という言葉が主導権をにぎっているように、個人に帰する考えが重要とされる現在の社会において、まちの人々の重層性が希薄となり、地域・社会がもつ独自の豊かなつながりの回路が断絶してきています。
　こうした社会においてボランティアは、まちや地域・社会において断絶した回路を再度つなげたり、あるいは新たにつないだりする作業をすることとも考えられます。それは、単純に「奉仕」「自己実現」などという言葉では表せないボランティアの役割といえるのかもしれません。
　今回のボランティア講座では、多様な人々がつながる場として「神戸における学習権の保障」「まちの人の居場所へ出かけてみよう」「『いない』人がいるまち釜ヶ崎」の3つのテーマに沿い、重層的な社会とはなにか、また重層的な社会を築くボランティアの側面についても注目し、考察していきます。
Ⅲ．内容
1.　座学総論　2013年8月11日（日）10:30~16:30　神戸大学国際文化学部Ｋ402教室
1 開講挨拶（10:30~10:40）
2 基調講演（10:40~12:00）
講師：酒井　隆史　氏 （大阪府立大学大学院人間社会学研究科准教授）
3 パネル討論「重層的な社会をめざす実践と展望」（13:00~15:30）
パネリスト：
草　京子　氏（神戸市立丸山中学校西野分校教員）
山名　大利　氏（NPO法人ふぉーらいふ　スタッフ）
生田　武志　氏（野宿者ネットワーク代表）
司会：森　恭子（神戸大学学生ボランティア支援室コーディネーター）
4 テーマ別・現場体験実習ガイダンス（15:50~16:30）
2.　現場体験実習　　2013年8月12日（月）～9月28日（土）のうちの2日間　（詳細P6～）
各実習先の協力を得て、上記の期間内に体験実習を行います。体験実習は「神戸における学習権の保障」「まちの人の居場所へ出かけてみよう」「釜ヶ崎と野宿」の3分野で現場実習を行います（原則、同一内分野2日間選択の学生を優先します。定員に余裕があれば、分野横断での参加も可能。）
定員（各分野12名）に達した分野については先着順で〆切ります（特定の分野を強く希望する場合は早めにお申込み下さい）。
3.　意見交換会　　2013年9月30日（月）13:00~16:30 神戸大学国際文化学部K402教室
　体験実習などを中心に意見交換及び情報提供などを行い、より深い問題意識などを養うことを目的とし、次の内容により行います。
1 グループ内討論


（13:00~14:00）
2 グループ報告（30分×3グループ）
（14:00~15:00）
3 ディスカッション


（15:20~16:20）
Ⅳ．参加申込方法および注意事項
◎定　　員　各実習現場の定員に準ずる。
◎対 象 者　主に神戸大学生（座学総論は一般公開。学外者の実習参加はお問い合わせ下さい）
◎受 講 料　無料
◎ボランティア保険の加入について
体験実習に参加する場合は、ボランティア保険に加入します。未加入の方は8月11日（日）の本講座受付で加入手続き（加入料：500円）を行ってください。
◎交通費について
実習先に行くための交通費（定期券等が重複していない区間のみ）は各自の負担となります。
◎レポートの提出について
受講者は、初日の講義と現場実習に関してのレポートを10月18日（金）までに提出してください。受講者、協力者及び協力団体へのフィードバック並びに本学の教育研究活動の参考にします。
◎申込方法および締切日時
巻末に綴り込んである「受講申込書」に必要事項を記入し、体験実習分野と日程を選択のうえ、2013年8月2日（金）午後5時までに神戸大学キャリアセンターボランティア支援部門（学生ボランティア支援室）に提出してください。また「受講申込書」のWordファイルを以下のURLからダウンロードして必要事項を入力の上、Eメールで学生ボランティア支援室（hq-vol@lab.kobe-u.ac.jp）宛にお送りください。
受講申込書取得URL　http://www.org.kobe-u.ac.jp/svsc/v2013appform.doc
問い合わせ・申込先：
【キャリアセンター　ボランティア支援部門（学生ボランティア支援室）】
〒657-8501　神戸市灘区鶴甲1丁目2-1　神戸大学学生ボランティア支援室
TEL : 078-803-6256
FAX : 078-803-6028
E-mail : hq-vol@lab.kobe-u.ac.jp
体験実習（１）「神戸における学習権の保障」
教育を受け、字の読み書きができることは、情報を得たり、自分の考え等を伝えたりと、社会に参加していくにあたって重要なことであるといえます。しかし、その学習権(教育を受ける権利)が奪われてしまった人たちが社会には存在しています。たとえば貧困、戦後の混乱、障がいなどによって、学齢期に学校で学ぶことができなかった人もいます。また外国から日本にやってきた人にとっては、言語の問題で、学校での授業や仕事などの場面で困難を抱えることも少なくありません。
この分野では、様々な背景を持つ人に学ぶ機会を提供する取り組みに見学・参加することで、どのような支援の形があり得るか、どのような理由で学ぶ機会が奪われるのか、全ての人に学ぶ機会が保障された社会とはどのような社会か、などについて考えていければと思います。
①　夜間中学校見学（1日）
　神戸市には、様々な理由で学齢期に義務教育を受けられなかった人が学ぶ「夜間中学校」が2校あります。今回はそのうちの一つであり、長田区、垂水区、須磨区、西区に住んでいる人が通う丸山中学西野分校を見学します。
	名称
	内容と場所
	日程

	丸山中学西野分校の見学
	内容：西野分校の授業を見学し、夜間中学校に通う生徒の方々と交流します。 

場所：「神戸市立丸山中学校西野分校」
神戸市須磨区大黒町5-1-1
	日付：9月12日（木）
時間：14:20〜20:30

集合：17:10

地下鉄板宿駅改札前集合


②　識字教室における学習への参加
識字教室とは、学ぶ機会を奪われた人たちが文字の読み書きを学ぶことができる場です。今回は、民間のボランティアで運営されている「識字教室ひまわりの会」の学習に参加します。ボランティアによる識字教室と公立の夜間中学校との違いも感じられます。
	名称
	内容と場所
	日程

	識字教室での学習補助の体験
	内容：識字教室にて学習者の方々の隣に座り、学習の補助をしながら、共に学び合う体験をします。
場所：「神戸市長田区公民館」
　　　神戸市長田区四番町4-51
	時間：10:00〜12:00

集合：9:30

JR兵庫駅改札前集合
9月14日（土）、21日（土）、
　　28日（土）


3 外国にルーツを持つ子どもへの学習支援への参加
在日外国人の子どもたちの中には言語の壁などによって学校の授業について行けなかったり、経済的な理由により塾に通えない子どももいます。そのような子どもたちに日本語や日本の文化などを教える学習支援教室に参加します。
	名称
	内容と場所
	日程

	外国にルーツを持つ子どもへの学習支援への参加
	内容：在日外国人の子どもたちに、日本語や日本の文化などを教える学習支援教室に参加します
場所：「神戸定住外国人支援センター(KFC)」
長田区若松町4-4-10アクアクエスタ北棟502
	時間：16:00〜20:30

集合：15:45

JR新長田駅改札前集合
9月11日（水）、18日（水）、
19日（木）


体験実習（2）「まちの人の居場所へ出かけてみよう」
　18年前の阪神・淡路大震災は、学生と地域住民が積極的に出会い、つながるきっかけとなりました。このとき、学生もまちの一員として、まちの人々とともに励ましあい、支えあいました。こうしたつながりをもとに、学生も地域の人々も「多様な人々がまちの中でともに生きている」ということを実感するとともに、多様な人々とともに生きていけるまちとして、学生と地域の人が協働して祭りの企画・運営を行ったりしてきました。しかし残念ながら、今日では、こうした学生とまちのつながりが希薄になってきています。当分野では、改めて学生とまちの人が出会い、関わっていくきっかけとなることを目指しています。実習として、「居場所づくり」という今日重要性がとみに認識されつつある現場で実習を行います。地域、そして住民にとって「居場所」を「つくる」ということの意味を学んでいきます。また、学生が地域に関わる意義についても、再考していきます。普段何気なくすれ違うまちの人々と、改めて出会ってみませんか？
1 　地域の高齢者・親子の居場所づくり
「サポートステーション灘・つどいの家」という、「助けられ、助け合い」をキーワードに複数のボランティア団体が集まっているグループの取り組みに参加します。＊参加可能な日をすべて選択してください。支援室で日程調整を行います。基本的に、1日以上の参加を求めます。
	日付
	時刻
	内容／場所

	9月27日（金）

	9：45　集合
10：00　実習開始
15：30　実習終了
（終了時刻は多少前後します。）
	集合場所：JR六甲道駅改札前集合
実習内容：地域の高齢者を対象としたデイサービスと子どもの見守りボランティアに参加します。
実習場所：「サポートステーション灘・つどいの家」
神戸市灘区大和町3-1-20


2 　障がいのある子ども、ない子ども、その親たちの居場所づくり
「のびやかスペースあーち」にて行われている「あーち居場所づくり」というプログラムに参加します。障がいのある子どもや障がいのない子どもと一緒に遊び、プログラムを展開します。　
＊参加可能な日をすべて選択してください。支援室で日程調整を行います。基本的に、1日以上の参加を求めます。
	日付
	時刻（各日すべて）
	内容／場所

	8月23日
8月30日
9月13日
9月20日
すべて金曜日
	14：20　集合
14：30　実習開始19：00　実習終了
	集合場所：灘消防署前集合
実習内容：障がいのある子どもや障がいのない子どもと一緒に遊び、プログラムを展開します。
実習場所： 「のびやかスペースあーち」
神戸市灘区神ノ木通3-6-18


3 　まちの中学生・高校生の居場所づくり
「ユースステーション灘」という、放課後や休日にまちの中高生が気軽に集まり、好きなように時間を使える居場所づくりの取り組みに参加します。＊参加可能な日をすべて選択してください。支援室で日程調整を行います。基本的に、1日以上の参加を求めます。
	日付
	時刻（各日すべて）
	内容／場所

	9月3日
9月10日
9月17日
すべて火曜日
	17：00　集合
17：30　実習開始19：00　実習終了
	集合場所：JR六甲道駅改札前集合
実習内容：灘区内の中・高生と、夜間開放されている児童館で一緒に遊ぶボランティアです。
実習場所：「ユースステーション灘」
灘区深田町4-1-39　
六甲道勤労市民センター4階ロビー内


4 　不登校・発達障害の子どもたちの居場所づくり
「ＮＰＯ法人ふぉーらいふ」という、不登校・発達障害の子どもたちと、彼らの保護者を支援する団体の活動に参加します。＊参加可能な日をすべて選択してください。支援室で日程調整を行います。基本的に、1日以上の参加を求めます。
	日付
	時刻
	内容／場所

	①9月4日（水）
②9月13日（金）
③9月17日（火）
④9月25日（水）
	1 ～ ③
12：30　集合
13：00　実習開始
17：00　実習終了（①、②）
 19：00　実習終了（③）
④
 10：20　集合
 10：30　実習開始
 17：00　実習終了
	集合場所：JR垂水駅西口集合
実習内容：① 須磨の体育館でスポーツ
　　　　　② 部活動に参加
　　　　　③ ヨガのプログラムに参加
④ 料理のプログラム
実習場所：フリースクール　ForLife
　　　　　神戸市垂水区仲田2丁目１－３２



＊実習内容は一日ごとにプログラムされており、違いますのでご注意ください。
＊＊時間帯は調整できますので、一部だけの参加でも構いません。その場合は参加可能な時間帯を明記してください。
体験実習（3）「『いない』人がいるまち釜ヶ崎」
大阪府西成区にある釜ヶ崎は、日本最大の寄せ場である。高度成長期以来、日本の社会資本整備を支えた日雇い労働者たちは、景気減速と共に雇用の調整弁として使い捨てられ、ホームレスになることを余儀なくされた。そして今、人が社会に使い捨てられる状況は釜ヶ崎のみならず日本全体に広がりつつある。大学卒でも非正規雇用という労働形態を強いられ、安定した生活が送りにくい若者が増えている。失業する若者も少なくなく、20代、30代でもホームレスになってしまうことが不思議ではない。
社会のなかで「見えなくされている」問題は多い。釜ヶ崎のまちは「見えなくされている問題」が顕在化している場所ともいえる。たとえば、釜ヶ崎の外では、野宿している方々を普段、目にすることはあまりない。なぜなら、社会から排除され「いない」ものとして扱われ、そこに「いない」ように追い立てられているからだ。
この分野では、そんな釜ヶ崎のまちと、そこで行われる野宿している方々への支援活動を体験することで、社会で顕在化されない問題に気づくとともに、「いない」人と一緒にいるにはどうしたらいいのかを考えて行きたい。
①　夜回り
　「夜回り」という、夜間に野宿している方々を訪問する活動を行う団体は多数あるが，本講座では「野宿者ネットワーク」のものに参加する。野宿経験者や「山王こどもセンター」で活動している地域の子供たちと一緒に歩く機会があるかも知れない。
	受け入れ先
	日時

	「野宿者ネットワーク」
大阪市西成区萩之茶屋3-1-10ふるさとの家
	8月17日／9月7日／9月28日
（いずれも土曜日，追加の可能性あり）
19:30～22:30
集合：JR新今宮駅東口18:45


②　釜ヶ崎連続実習
8/31~9/1にかけて、以下のとおり連続的に行う。
1．「野宿者ネットワーク」の夜回りに参加する（内容は①のとおり）。
2．「ドヤ」と呼ばれる日雇い労働者向けの安価な簡易宿泊所に宿泊し、労働者の生活を追体験する。宿泊費は個人負担とする（1部屋1,000～3,000円）。
3．日雇い労働の求人情報が集まり、労働契約をその場で結ぶ、「寄せ場」を見学する。ただし、早朝4時からの実習となるため、宿泊していない限り、参加は厳しい。
4．長年釜ヶ崎で活動なさる水野阿修羅さん（NPO釜ヶ崎支援機構現場スタッフ）の案内のもと釜ヶ崎でフィールドワークを行う。フィールドワーク後は感想の交換会を行う。
	日付
	時刻
	内容／場所

	8月31日（土）

	18:45

19:30～22:30
	集合
JR「新今宮」駅東口
「野宿者ネットワーク」夜回り（詳細は①参照）

	
	22:30～
	ドヤ宿泊

	9月1日（日）
	4:00～5:00
	朝の寄せ場見学
あいりん総合センター（大阪市西成区萩之茶屋1-3-44）

	
	5:00～10:00
	休憩

	
	10:00～12:00
	ゆったりカフェでおしゃべり（予定）

	
	12:00～13:00
	昼食

	
	13:00

13:00～16:00

16:00～17:00
	集合
西成プラザ（大阪市西成区太子1-4-3太子中央ビル2F）
釜ヶ崎フィールドワーク
案内：水野阿修羅さん
意見交換


2013年度（第17回）神戸大学ボランティア講座
受　講　申　込　書
	所属学部・研究科
	
	学　籍　番　号
	

	ふりがな
氏　　　　名
	
	電　話　番　号
（携帯又は自宅）
	

	郵便番号・住所
	〒

	E-mail
	PC等
	

	
	携帯電話
	

	ボランティア保険
	有［　　］・無［　　］（該当する方に○を記入）


分野・現場選択（参加希望の［　］に○を記入してください。複数分野や座学のみ受講も可能です。）
原則、同一内分野2日間選択の学生を優先します。定員に余裕があれば、分野横断での参加も可能。
	8月11日（日）10:30~16:30　座学総論　［　　］

	※
実習参加者は座学と「ふりかえり」には可能な限りご参加ください。実習参加申し込みが定員をオーバーした場合は、座学と「ふりかえり」に参加できる方を優先します。

	体験実習分野(1)「神戸における学習権の保障」

	1 夜間中学校　9月12日（木）［　　］
2 識字教室ひまわりの会　９月14日（土）［　　］・9月21日（土）［　　］・9月28日（土）
3 外国にルーツを持つ子供の学習支援　9月11日（水）［　　］・9月18日（水）［　　］・
9月19日（水）［　　］

	体験実習分野(2)「まちの人の居場所へ出かけてみよう」＊参加可能日は、すべて選択をお願いします。

	1 地域の高齢者・親子との交流　9月27日（金）［　　］
2 障がいのある子どもとの交流
８月23日（金）［　　］・8月30日（金）［　　］9月13日（金）［　　］・9月20日（金）［　　］
3 まちの中高生の居場所づくり
9月3日（火）［　　］9月10日（火）［　　］・9月17日（火）［　　］
4 不登校・発達障がいの子供たちの活動　９月4日（水）［　　］・９月13日（金）［　　］、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９月17日（火）［　　］・9月25日（水）［　　］

	体験実習分野(3)「『いない』人がいるまち釜ヶ崎」

	1 夜回り　8月17日（土）［　　］・9月7日（土）[　　]　・9月28日（土）[　　]
2 朝の「寄せ場」見学　８月31日（土）［　　］
3 釜ヶ崎街歩き　9月1日（日）［　　］
4 Homedoor　9月1日（日）［　　］

	9月30日（月）13:00~17:00　ふりかえり　［　　］


	受講を希望した理由、学びたいこと（実習など実施の参考にいたします）

	


国際文化学部


K402教室





「神大国際文化学部前」バス停
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